
〇町田駅周辺における滞留者数※1（都被害想定抜粋）

※1 駅を起点に４k㎡に存在する人数をカウントしたもののうち、帰宅困難者となる駅周辺
滞留者を抜粋

※2 駅周辺で業務又は学校の目的で滞留している人の総数
※3 駅周辺で私用又は不明の目的で滞留している人の総数

①屋内滞留者への対応
企業や学校等における施設内待機

②屋外滞留者への対応
駅周辺に行き場のない滞留者が発生

町田駅周辺帰宅困難者対策について 資料１

町田駅は1日平均乗降客数が約45万人の重要な交通結節点であり、多摩東部直下地震等による広域的な交通機関の運行停止時には、帰宅
困難者の発生により大きな混乱が懸念されます。町田市では、町田駅周辺の帰宅困難者対策について総合的に協議するため、市と各関係機関
で構成される「町田駅周辺帰宅困難者対策協議会」を設置しています。

２ ２０２５年度の取り組み

駅周辺滞留者

①屋内滞留者※2 ②屋外滞留者※3

３１，５３８人 ６，０６６人

町田駅周辺における滞留者の総
数は37,604人

１ 町田駅周辺の滞留者数の想定と対応

一斉帰宅の抑制

一時滞在施設の開設・受入

大規模災害発生により、鉄道等の公共交通機関が停
止し、帰宅が可能になるまで待機する場所がない方を
一時的に受け入れる施設のことを指します。発災後、施
設が開設準備完了時点から最長3日間開設・運営を行
います。

3 一時滞在施設

施設名称 受入人数

町田市民ホール 1,212人

町田文化交流センター 508人

健康福祉会館 464人

町田市立中央図書館 463人

町田市民フォーラム 428人

子どもセンターまあち 383人

町田市民文学館ことばらんど 172人

レンブラントホテル東京町田 1,930人

河合塾町田校 1,230人

メガロス町田 329人

計 7,119人

〇「町田駅周辺エリア防災計画」の改定
「町田駅周辺エリア防災計画」とは、町田駅周辺における大震災時の滞留者・帰宅困難者対応
という特定課題に対して、町田市などの行政機関と交通事業者や店舗などの民間事業者等が
連携して共通の目標やそれぞれが取組むべき役割を定めるものです。
２０２５年度は一時滞在施設の受入人数の見直しや時点更新等の改定を行いました。

〇2025年度町田駅周辺帰宅困難者対策訓練の実施
一時滞在施設である町田市民ホールの会議室をお借りして、駅周辺で滞留者が発生した状
況を想定して、町田市民ホールまでの誘導及び施設での受付を実施しました。
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